
大阪府のがん検診の
実施状況

令和３年６月
令和3年度保健事業担当者説明会
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大阪府がん検診受診率及び全国順位

全国平均（R1年）大阪府R1年

※平成28（2016）年の全国平均及び順位は熊本県を含まず
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〇大阪府の がん検診受診率は増加傾向にありますが、全国順位は依然として低位にあります。
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注）但し、R３.1.15時点での暫定数字
集団個別別5がん総計数
4月から11月までの対前年度比較
各市町村が実施する対象年齢ごとの報告
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＊10月末時点調査では、受診者数が4～９月前年比58.8％であったが、1月15日時点調査では、4～11月前年比で72.6％となっている

＊4～９月の受診者数については、全ての市町村においては、前年度よりも受診者数が減少していたが、
10～11月の受診者数については、集団検診については12市町村が、個別検診については24市町村が、前年度より増加しており回復傾向にある

＊緊急事態宣言時に休止した健診については、別日程への振り替えもしくは個別検診での受診を案内している

＊緊急事態宣言以降は、通常どおり市町村検診は実施されているため、減少の要因については、「緊急事態宣言時に検診を休止していたこと」「感染が怖く受診を
控えた」ことが考えられる

新型コロナウイルス感染症拡大に伴うがん検診の実施状況（R3.1月実施調査）

（集団） （個別） (集団＋個別）

昨年比 昨年比 昨年比

最低値 0.0% 33.7% 14.6%

最高値 108.7% 155.3% 99.8%

（市町村別受診者数昨年比）



4

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

がん検診受診率の推移（2010・2013・2016・2019）

平成22（2010）年 平成25（2013）年 平成28（2016）年 令和元年（2019） 令和2年（2020）

〇大阪府の がん検診受診率は増加傾向にありますが、全国順位は依然として低位にあります。
〇令和２年度のがん検診受診率が、前年比2割減となると仮定した場合、（単純計算ですが）
受診率は、７～１０年前の水準に逆戻りしてしまいます。。。。

⇒がん検診の受診促進への取り組みをお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴うがん検診受診率へ影響



回答数 ％

全体 ７,748 100%

1 費用がかかるため経済的に負担 1,094 14.1%

2 検診の予約が面倒 1,058 １３.７%

3 受診する時間がない 1,008 13.0%

4 新型コロナウイルス感染症流行拡大のため受診を控えた 998 12.9%

5 がん検診そのものを知らない 854 11.0%

6 検査に伴う苦痛が不安 684 8.8%

7 がんが心配なときはその都度医療機関を受診すればよいと思うから 649 ８.4%

8 健康状態に自信があり必要性を感じない 458 5.9%

9 がんが発見されるのが怖いから 456 5.9%

10 医療機関で治療中だから 275 3.5%

11 検診場所が不便だから 214 2.8%

がん検診を受けていない理由

〇経済的負担、必要性を感じない、予約が面倒、がん検診を知らないなど→約５割
〇受診する時間がない→約１割
〇新型コロナウイルス感染症により受診を控えた→約１割

⇒正しい情報提供＋受診環境整備

アスマイルアンケート（R2.3月実施）
「あなたががん検診を受けていない理由は何ですか。（複数回答可）」

5



がん検診を受診していただくためにー市町村訪問（H30～R2）の結果ー

受診率の向上に向けての取り組み

【環境の整備】
・ 受診費用が無料
・ 予約不要で受診可能
・ 対象者全員に受診勧奨を実施
・ 複数の検診を同時実施
・ 検診申し込み方法の改善
予約システム（インターネット申し込み・コールセンター）の導入

【気運醸成】
・ 新聞折込広告の実施
・ 定期的な啓発の実施
・ 民間企業・関係団体と連携しての啓発実施
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大阪府がん検診受診率向上モデル事業での取り組み①

母子保健事業との
連携による受診勧奨

PTAとの連携
（市教育フェスタ）
による受診勧奨

退職後の市町村検診
受診移行支援
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＜実績＞
〇Ｈ30年度：４か所 計248名
・イオンモール四條畷（寝屋川市・門真市・四條畷市）52名
・アリオ八尾（八尾市・柏原市・東大阪市） 51名
・ニトリモール東大阪（八尾市・東大阪市） 48名
・イオンモール四條畷（寝屋川市・門真市・四條畷市）97名

〇Ｒ元年度：２か所 計120名
・イオンモール日根野（泉佐野市・熊取町） 60名
・イオンモールりんくう泉南（泉南市・阪南市・田尻町・岬町） 60名

大阪府がん検診受診率向上モデル事業での取り組み②
〇大規模商業施設での乳がん検診受診率向上モデル

⇒「大規模商業施設」、「複数市町村との連携」、「予約不要」、「自己負担金なし」で、平日実施

〇乳がん検診のほか、健康測定会や啓発事業も実施
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⇒がん検診受診率向上モデル事例集の作成
PTAとの連携、大腸がん検査キットの送付、
ショッピングセンターでの検診
「新しい生活様式」での健康づくり

がん検診を受診していただくためにー府の取り組みー

〇情報発信
⇒大阪府ＨＰ・SNS、広報紙、健康アプリ「アスマイル」

〇気運醸成

⇒企業における「がん検診受診推進員」養成、
企業や団体との連携による健康セミナー・キャンペーン
SNS等を活用した子宮頸がん、乳がん検診啓発（R3新規）等

〇環境整備

⇒健診受診ポイント「アスマイル」
職場の健康づくりの推進（健康づくりアワード、
健康経営優良企業認定制度など）
健活１０サイト“検診ページ”の作成（R3新規）

〇モデル事業の展開
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けんしん

画像/動画等 画像/動画等

各市町村の検診についてはこちらからご確認ください

がん検診を受けましょう



⇒がん検診受診率向上モデル事例集の作成
PTAとの連携、大腸がん検査キットの送付、
ショッピングセンターでの検診
「新しい生活様式」での健康づくり

がん検診を受診していただくために【市町村へのお願い】

〇気運醸成

⇒ 府が提供するSNS等を活用した子宮頸がん、乳がん検診啓
発資材を活用した啓発

〇環境整備

⇒ 健康アプリ「アスマイル」
健活１０サイト“検診ページ”に予約サイトを構築

〇モデル事業の活用
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けんしん

画像/動画等 画像/動画等

各市町村の検診についてはこちらからご確認ください

がん検診を受けましょう


